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1891年創業、京都の木版摺り職人工房・竹笹堂は全国の
寺社仏閣に所蔵され現在は使われていない仏画や御札
の木版を復刻する事業の展開を始めました。

古い版木は再使用が難しいといわれていますが、竹笹堂
では木版を扱う摺師(すりし)・彫師(ほりし)の職人ら専門家
の知識より改善策を考案し版木の状態にあわせて当時
の印刷を再現します。新しい版木を作るほか、この技術
を用いて歴史的価値が高いものや、代々受け継がれてき
た寺社特有の木版画を現代に蘇らせます。仏画や御札
は信仰の対象として我が国では今も大切な存在です。

日本では古くからの慣習の中に、日々の暮らしに寄り添う木版画がいくつもあ
りました。その様な文化を守る一端を担うため日々研究を進めております。

寺社仏閣に眠る仏画等の木版画摺りと
版木復刻事業を本格的に開始
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寺社仏閣が所有する版木はかつて所有者である当主自
ら摺りを行い信者に流布されていました。竹笹堂では木
版を復刻した後、当時と同じように当主が摺りを行える
よう職人が摺りの技法やメンテナンスの方法を指南す
ることも可能です。

寺社仏閣から古来と同じように木版画が摺られ流布さ
れることは、日本人が大切にしてきた信仰心を次世代へ
受けついでいく事につながると考えます。また、眠って
いる版木が活用され、手入れされる事で木版文化そのも
のが継承されていくことを願っております。

■ POINT

■ 竹笹堂について
創業120余年、現代では希少となった京版画と浮世絵の技術を継承する。老舗の掛け紙や料紙などを
制作する一方、オリジナル作品や商品の制作・販売を行う。また、木版技術を守り伝えるためワーク
ショップの開催や学術的な研究活動にも取り組んでいる。


